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人口減少社会の進行や SDGs などの価値観の変化は、私たちの生
活にも影響を与えており、住環境や都市空間の在り方を再考する
時期に差し掛かっています。これらは、持続可能性の観点からコ
ンパクトな都市空間の必要性を高め、また幅広い世代の混住や多
種多様な人々や価値観の混在にもつながります。これらに対応し
た住環境・都市空間を形成することを目的に、私は主に下記のテー
マで研究を進めています。①居住者の多様化、②地域間の相互利
用と相互扶助の可能性、③低密度化地域の発生パターン、④コン
パクトシティの核、⑤鉄道沿線と住宅地

都市計画、シュリンキングシティ、郊外住宅地、多世代混住、
多様性

応用分野 都市計画・住宅地計画
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